
 
 
 

 
 
 

日本臨床疫学会 第2回年次学術大会 

 
病院・教育プログラム展示 

 

趣意書 
 
 
 
 
 
 
 

 

日本臨床疫学会第2回年次学術大会 

大会長 福原 俊一 

京都大学 教授 

福島県立医科大学 副学長 



ご 挨 拶 
 
謹啓  

 

時下、貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃より多方面に渡りお

支え頂き誠にありがとうございます。 

このたび、2018 年 9 月 29 日（土）、30 日（日）の 2日間、京都大学におきまして、日本臨床疫学会第

2 回年次学術大会を開催する運びとなりました。 

 

当学会は、「クリニカル・マインドとリサーチ・マインドを持つ医療者による質の高い研究を、ビック

データを活用した研究などの振興と研究人材育成を通じて推進し、現在の医療が直面する諸課題の解決

に貢献する」をミッションに掲げ 2016 年末に発足し、2017 年 9 月には第 1回年次学術大会が、康永秀生

大会長の下、東京大学で開催されました。予想以上に多くの方々にご参集いただき、これまでの学会にな

い活気ある大会を開催することができました。 

   

第 2 回年次大会のテーマは｢New Measures, New Values｣とさせていただきました。特別企画として、

スペシャルグループ・ワークショップ(多職種、プライマリ・ケア、救急、地域包括ケアなど)や、Meet 

the Experts、統計解析中級ハンズオン、さらに京都大学の MCR プログラムで 10 年以上行われてきた名

物実習を再現する MCR ミニライブ、など多彩な企画を準備しております。また、国際シンポジウムは「医

療デジタル革命と PRO（患者が報告するアウトカム）」をテーマに開催し、PRO 研究の先駆者であるマサ

チューセッツ大学教授の John E. Ware 教授をお招きして基調講演をしていただきます。 

  

本学会の運営につきましては、出来るだけ簡素を旨といたす所存でございます。教室員一同実り多い

学会とするべく鋭意努力をしておりますが、本学会の内容を充実させ、その成果をより大きなものとす

るためには、各方面からのご支援を仰がざるを得ないのが実状でございます。 

つきましては、諸費ご多端の折誠に勝手なお願いではございますが、本大会の趣旨をお汲み取りいた

だき、格段のご高配を賜りたくご協力の程どうか宜しくお願い申し上げます。 
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開 催 概 要 

 

 
1) 会議の名称 

日本臨床疫学会第2回年次学術大会 

  

 

2) 大会長 

 福原 俊一（京都大学 教授、福島県立医科大学 副学長） 

 

 

3) 会期 

 2018年9月29日(土)～9月30日(日) 

 

 

4) 会場   

京都大学 百周年時計台記念館、国際科学イノベーション棟 

（〒606-8501 京都市左京区吉田本町） 

 

 

5) 規模 

 参加予定者 600 名 

 

 

6) テーマ 

New Measures, New Values 

 

 

7) 学術集会の構成(予定)  

基調講演、教育講演、スペシャルグループ・ワークショップ、Meet the Experts、統計解析中級ハン

ズオン、MCRミニライブ、ランチョンセミナー、イブニングセミナー、アフタヌーンセミナー、一般

演題口演、ポスター発表、企業展示 

 

 

8）連絡先（学術大会運営事務局） 

〒550-0001 大阪市西区土佐堀1丁目4番8号 日栄ビル703A あゆみコーポレーション内           

TEL:06-6136-4949   FAX:06-6441-2055     

E-mail: jsce2018@a-youme.jp 

  



9）収支予算 

 

 
 
  

収入の部 （単位：千円）

金額 備考
1 参加費(600人想定) 7,750 医師、医師以外、学生、企業職
2 有償セミナー 1,000
3 共催セミナー開催費 5,184 ランチョン、イブニング、アフタヌーン
4 展示収入 2,700 企業展示、病院・教育プログラム
5 広告料収入 594 抄録集組版、HP作成費
6 寄付金 50

合計(1-6) 17,278

支出の部 （単位：千円）
金額 備考

1 準備費 4,582
抄録組版費 700 抄録集データ作成費
ホームページ作成費 400
その他印刷費 800 ポスター、封筒、参加証等
通信、運搬費 350 郵送代、電話代等
参加登録受付費 400 事前参加登録受付費
演題登録受付費 400 演題登録処理費
会議費 900 実行委員会開催費
事務費 632 発送作業費、消耗品費

2 運営費 11,296
　 人件費 1,900 運営スタッフ、アルバイトスタッフ

会場、設備関係費 4,846 会場費、機材費、設営費、軽食費
看板装飾費 1,850 ポスターパネル、基礎小間、誘導看板他
招聘関係費 2,000 非会員講師 謝金、宿泊、交通費
消耗品費 700 ネームカードホルダー、文具等

3 事後処理費 320
会計報告 200 会計監査、源泉徴収他
印刷費 60 お礼状印刷他
事務費 60 発送作業費、消耗品費

4 業務委託費 1,080

合計(1-4) 17,278

費目

費目



 

 
 

●名称 

日本臨床疫学会第2回年次学術大会 病院・教育プログラム展示 

 

●展示会スケジュール（予定） 

搬入    2018年9月28日(金)   13:00-17:00  

展示    2018年9月29日(土)  10:00-18:00 

2018年9月30日(日)   10:00-17:00 

搬出･撤去  2018年9月30日(日)   17:00-20:00 

 

●会場 

京都大学 国際科学イノベーション棟 

 

●募集小間数（予定） 

10小間 

 

●出展料金（消費税込） 

108,000円／小間    

 

《出展料金に含まれるもの》 

① 所定小間使用料 

② 基礎小間設営料 

背面パネル：幅 1,800mm×高さ 2,100mm 

展示机：幅 1,800mm×奥行 600mm×高さ 700mm 

 

《出展料金に含まれないもの》 

① 基礎小間以外の設営料 

② 小間内装飾料 

③ 電話・通信回線料等の工事料および使用料 

④ 水道・光熱代 

⑤ 出展ブース関係人件費、維持費、要員旅費、およびサービスに関わる費用（備品等） 

⑥ その他設営・管理に関する一切の諸費用 

【電力について】会場の都合上、電気容量が大きい展示物は展示できない可能性があります。電力が必要

な場合は予め運営事務局にご連絡ください。他社様の展示内容、会場の電気容量を考慮したうえで利用

できる電気容量をお知らせいたします。 

 

●小間割 出展申込書を受付後、出品物の種類・形状・小間数等を考慮の上、出展者にご連絡いたしま

す。出展社はこの割当てに対する異議申し立てはできませんのでご了承ください。 

 

●会場・会期・開催場所の変更 

やむを得ない事情により会場、会期及び開催時間を変更する場合があります。 

 

●その他 

・各小間内の管理は出展者が行うものとし、展示期間中の盗難・紛失・災害に対する補償等は学術大会で

は負いかねますのでご了承ください。 

・展示物が本展示会の趣旨にそぐわない場合、出展をお断りすることもあります。 

・本案内に記載されていない事項等についてのお問合せは、運営事務局にお問合せください。 

 

●申込み期限 2018年7月31日(火) 



 

●申込み方法 申込書④に必要事項をご記入いただき、運営事務局宛にFAXにてお送りください。 

 

●お支払い方法 

運営事務局から発行します請求書の日付から1ヶ月以内に出展料総額を指定の学会口座（請求書に記載）

へお振込ください。また、銀行発行の振込控をもって当方の領収書にかえさせていただきます。振込み手

数料は御社にてご負担ください。また期限までにお支払いのない場合は、申込を取消しとさせていただ

くことがございますので予めご了承ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブースイメージ図 


